
ふるさとの
 文化財探訪

第117回

登
龍
門
　

文
化
財
調
査
員
　
　
阿
　
部
　
秀
　
幸

　
九
重
町
は
標
高
差
に
富
む
地
形

で
、多
く
の
滝
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

中
で
も
国
指
定
文
化
財
と
し
て
名

を
知
ら
れ
て
い
る
の
が
龍
門
の
滝

で
す
。
鎌
倉
時
代
に
南
宋
か
ら
渡

来
し
、
臨
済
宗
を
広
め
た
蘭
渓
道

隆
が
、
中
国
の
黄
河
中
流
の
急
流

･

龍
門
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名

付
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
国
の
龍
門
に
ま
つ
わ
る
故
事
に
、「
登

龍
門
」が
あ
り
ま
す
。
龍
門
の
急
流
を
登
り
き
っ

た
鯉
は
、
天
に
昇
っ
て
龍
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
難
関
を
突
破
し
て
出
世
す

る
事
を「
登
龍
門
」と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

龍
は
空
想
上
の
生
き
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
媒
体
に
登
場
す
る
た
め
、
な
じ
み
深
い
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
と
は
言
え
、
龍
と
は

何
者
か
と
改
め
て
考
え
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
？
中
国
に
お
い
て
龍
は
神
獣
・
霊
獣
と
し
て

扱
わ
れ
、
ヘ
ビ
の
よ
う
な
細
長
い
体
に
４
本
の
足

が
あ
り
、
シ
カ
に
似
た
角
を
持
ち
、
ひ
げ
を
蓄
え

た
姿
で
描
か
れ
ま
す
。
中
国
の
龍
は
日
本
に
も
伝

わ
り
、
も
と
も
と
日
本
に
あ
っ
た
蛇
信
仰
と
融
合

し
て
い
き
ま
し
た
。
蛇
神
は
、
湿
地
を
好
ん
で
生

息
す
る
た
め
、
龍
も
水
神
と
し
て
の
性
質
を
帯
び

て
い
き
ま
す
。
川
の
氾
濫
は
龍
が
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
り
、
龍
神
が
す
む
と
い
う
池

で
雨
乞
い
が
行
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
西
洋
の
ド
ラ
ゴ
ン
も
日
本
語
に
訳
せ

ば
龍
で
す
が
、
翼
を
も
つ
巨
大
な
ト
カ
ゲ
と
い
っ

た
風
貌
で
、
東
洋
の
龍
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
り

ま
す
。
伝
承
の
中
で
の
扱
い
も
人
間
と
敵
対
し
、

聖
人
や
英
雄
が
そ
れ
を
退
治
す
る
と
い
う
場
合
が

多
く
、
中
国
や
日
本
に
お
い
て
龍
が
霊
獣
や
神
と

し
て
扱
わ
れ
る
の
と
は
か
な
り
違
い
ま
す
。
こ
れ

は
西
洋
の
文
化
・
文
明
が
自
然(

龍)

を
開
拓
し
、

征
服
す
る
と
い
う
性
質
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
東
洋
の
文
化
・
文
明
は
自
然(

龍)

と

共
存
す
る
思
考
に
寄
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
話
を
登
龍
門
に
戻
し
ま
す
が
、
身
近
な
も
の
と

し
て
は
、
端
午
の
節
句
に
、
男
の
子
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
揚
げ
ら
れ
る
こ
い
の
ぼ
り
も
登
龍

門
の
故
事
に
起
源
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
武

家
に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
し
る
し
と
し
て
幟(

の

ぼ
り
・
大
相
撲
の
興
行
な
ど
で
掲
げ
ら
れ
る
縦
長

の
旗)
を
立
て
る
風
習
が
あ
り
、
や
が
て
庶
民
の

間
で
登
龍
門
に
ち
な
ん
で
鯉
を
幟
に
す
る
と
い
う

発
想
と
吹
き
流
し
式
の
こ
い
の
ぼ
り
の
開
発
が
あ

り
、
現
代
の
こ
い
の
ぼ
り
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
い
の
ぼ
り
を
漢
字
で｢
鯉
幟｣

と
書
く
の

は
こ
の
よ
う
な
由
来
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
４
年
は
辰
年
で
す
。
今
年1

年
の
目

標
を
立
て
、
龍
門
の
滝
を
登
る
思
い
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
登
龍
門
を
目
指
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
？

　県は昨年１２月に令和４年度の高齢者虐待に関する調査結
果を公表しました。
大分県の「養護者」による高齢者虐待に関する相談・通報
件数は２８７件であり、前年度より３１件減少したものの、全
国的には３８，２９１件となっており増加傾向にあります。
※「養護者」とは、高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等

　厚生労働省や県・市町村においても、高齢者虐待防止
法に基づき様 な々対策を講じていますが、今回は文部科学省

（中央教育審議会）の答申を掲載します。

人権

No.330

～祖父母を大切にする親の姿を見せよう～
  祖父母は、長い人生経験の中で、子育てを含め、人間
として生きていくための様々な知恵を培ってきており、それ
ぞれの家庭では、祖父母の経験と知恵を子育てに積極的
に生かしていくことが期待される。また、祖父母は、子ど
もにとって、経験と知恵を学ぶべき対象であるだけでなく、
高齢者として思いやりを持って接すべき存在でもある。
  子どもたちが祖父母から学び、思いやりの心をはぐくんで
いくようにする上では、まず、祖父母が大切な存在である
ということを子どもによく理解させることが欠かせない。子
どもは親の姿を見て多くのことを学んでいくのであり、親が
率先して祖父母を大切にする姿を示すことが望ましい。
  親が自らの親である祖父母を大切にする姿を示すことは、
子どもたちが親という存在の大切さを実感する契機ともなる。
親に感謝し、親を思いやる心は、広く他者を思いやる心
の基ともなる大切な心である。

「新しい時代を拓く心を育てるために」－次世代を育てる心を失う危機－
 （中央教育審議会（答申）より

　明治の詩人、石川啄木は親への想いを以下のように詠
みました。

「たはむれに　母を背負いてそのあまり　軽きに泣きて　
三歩あゆまず」
　母を背負った時のあまりの軽さに驚いた　こんなにやせ
細るまで苦労をさせたのは一体誰なのか　涙で３歩と歩く
ことが出来なかった。

健康福祉課

大分県 高齢者虐待に関する
調査結果を報告
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お知らせ

　ほんの森2月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～年度末に向けて慌ただしい時期ですが…読書で一息。がんばりましょう～
●児童図書・コミック
　３かいなかしたろか　　 くすのきしげのり
　たべるたべるたべること　　 くすのきしげのり
　大ピンチずかん２　　 鈴木のりたけ
　おはなさん　　 わたなべちなつ
　ともだちのなまえ　　 内田麟太郎
　しんでくれた　　 谷川俊太郎
　はやおきおばけ　せなけいこのえほん①　　 くろだかおる
　保健師がきた①　　 埜納タオ　
 その他多数
●一般図書
　五両の報（おれは一万石シリーズ㉗）　　 千野隆司
　名犬マジック③　　 山本甲士
　禁断の罠　　 米澤穂信
　酔象の流儀　　 赤神諒
　大友落月記　　 赤神諒
　立花三将伝　　 赤神諒
　おやすみラフマニノフ（岬洋介シリーズ②）　　 中山七里
　さよならドビュッシー前奏曲（岬洋介シリーズ③）　　 中山七里
　いつまでもショパン（岬洋介シリーズ④）　　 中山七里
　もういちどベートーヴェン（岬洋介シリーズ⑥）　　 中山七里
　悪意　　　 東野圭吾
　なれのはて　　 加藤シゲアキ
　八月の御所グラウンド　　 万城目学
　観覧車　　 赤川次郎
　きこえる　　 道尾秀介
　椿ノ恋文　　 小川糸

人間標本　　 湊かなえ
ChatGPTで超時短・高品質コンテンツ作成
これからのAI×Webライティング本格講座　 瀧内賢
世界の哲学者が悩んできた「老い」の正解　　 岡本裕一朗
ジェイソン流お金の稼ぎ方　　 厚切りジェイソン　
幸せがずっと続く12の行動習慣　　 ソニア・リュボミアスキー
他喜力　　 西田文郎
なるようになる。　　 養老孟司
リーダーの気くばり　　 柴田励司
いつの間にか好かれる人になる！人脈が広がる！一生得する雑談力　　 
 桐生稔
年金生活者・定年退職者のための確定申告
令和6年3月15日締め切り分　　 山本宏
持ち家女子はじめます　　 石岡茜
熟睡者　　 クリスティアン・ベネディクト
不調の9割は「呼吸」と「姿勢」でよくなる！　　 奥仲哲弥
老化が止まる食事術　　 山田豊文
1日3分見るだけで認知症が予防できるドリル　　 平松類
専門医直伝！健康のどトレのすすめ　　 渡邊雄介
結局これしか作らない！短いレシピ　　 あすけん
片付けは思考が9割！　　　 まあち
発見！ほとけさまのかたち　視点で変わるオモシロさ！　　 
 奈良国立博物館
添削でつかむ！俳句の極意　NHK俳句　　 髙柳克弘
青春18きっぷで巡るおとなの冬旅
つみたてＮＩＳＡ＆iDeCo＆ふるさと納税完全ガイド　　　　　　　　　　　　　　　 
 その他多数

▲おはなし会で読んだ本 ▲ 1 月おはなし会の様子
参加してくれてありがとう

　2 月の担当グループは「ぷちトマト」のみなさんでした。
3月は「チームそらまめくん」（3/9予定）のみなさんです。

●「おはなし会」 毎月第2土曜
　（10時30分~11時）

　いつも九重町図書館をご利用いただきありがとうございます。
利用者さんに密かに人気のミニコーナーをご存じですか？
図書館中央付近に検索用パソコン、その正面に３段ラックを設置しています。

　　１段目→人気のドラマ・映画の原作本
　　２段目→ベストセラー・人気作家・注目のニュースに関連する本
　　３段目→　この度リニューアル！！

一番下なのでちょっとかがんでいただいて・・・３段目に注目してみてください。
「わたしの推し！」コーナーを新設し、図書館利用者さんのおすすめ本で埋めています。
ここから一冊借りる方は、新たにご自身のおすすめ本を一冊仲間入りさせてください。
日頃、手に取らないような本と巡り合うきっかけになれば幸いです。
図書館の本なら何でも。ジャンル問いません。
ぜひあなたの推しの一冊をシェアしてください (^ ▽ ^)/

　図書館に来てみたけど、本の探し方が
わからない。探してみたけど九重町図書
館にはなさそう。こんなときはいつでも司
書にお声がけください。全力で探します！
　九重町図書館に所蔵していない本は、
大分県立図書館をはじめ、県下の図書
館より相互貸借システムで取り寄せがで
きます。（どこにも所蔵がない場合や、
予約多数のため到着まで少 お々時間をい
ただく場合もあります。）利用者の皆さん
の快適な読書ライフのお手伝いを致しま
す (^ ▽ ^)/

新コーナー 読みたい本、探します！！

　蔵書点検のため
令和６年２月２6日（水）～３月１日（金）までの５日間
を臨時閉館とします。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。

　閉館中の本の返却は、文化センター玄関外の返却 BOX
にお願いします。
※  DVD は破損する恐れがありますので、お手数ですがセ

ンター内事務室まで返却をお願いします。

臨時閉館日のお知らせ
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暮らしの情報　●

お
知
ら
せ

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
所
有
者
が
亡
く
なった
の
に
相
続
登
記
が
さ

れ
な
い
と
、
登
記
簿
を
見
て
も
持
ち
主
が
分
か

ら
ず
、
災
害
の
復
興
事
業
や
取
引
を
進
め
ら

れ
な
い
と
いった
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
所
有
者
不
明
土
地
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
不
動
産
登
記
法
が一部
改
正
さ
れ
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請

が
義
務
化
さ
れ
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相

続
人
は
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■   

お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
７
１
９
）

 
相
続
手
続
き
が

断
然
ラ
ク
に
な
り
ま
す

 　

法
務
局
に
は
、
相
続
手
続
き
を
す
る

人
た
ち
を
応
援
す
る「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」が
あ
り
ま
す
。「
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
」と
は
、
法
定
相
続
人
が

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
3
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

■ 

と
　
き　
3
月
7
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■  
内
　
容　

　

 
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■ 

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
0
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■ 

と
　
き　

 

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、   

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■  

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

■   

と
　
き　
3
月
26
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
※ 

昼
休
憩
の
時
間
は
実
施
で
き
ま
せ
ん　
　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力
　
玖
珠
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■ 

お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
3‐７
６‐３
８
３
８
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

誰
で
あ
る
の
か
を
証
明
す
る
制
度
で
す
。

相
続
登
記
申
請
は
も
ち
ろ
ん
、
預
貯
金

の
払
戻
し
、
税
務
署
で
の
相
続
税
の
申

告
等
、
様
々
な
相
続
手
続
き
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
な
ど
、
知
っ
て
お
く
と
メ
リ
ッ

ト
の
多
い
こ
の
制
度
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
法
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
無

料
で
す
。

■   

お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
７
１
９
） 

あ
な
た
の
想
い
、
残
し
ま
せ
ん
か
？

 　

あ
な
た
が
書
い
た
自
筆
証
書
遺
言
書

を
法
務
局
で
長
期
間
大
切
に
保
管
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
と
、
遺
言
者
本
人
の
死
亡
後
、
遺
言

書
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
さ

れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
遺
言
者
だ
け
で
な
く
相
続
人
や
受

遺
者
等
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■   

お
問
い
合
わ
せ

▲ＨＰ

血液が不足しています。
皆さんのご協力をお願い
します！

▲ＨＰ

法務局
相続登記義務化

▲ＨＰ

法務局
法定相続情報
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暮らしの情報　●

　

再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
】

■
と
　
き　
3
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
40
分

【
施
設
見
学
会
】

■
と
　
き　
3
月
5
日
㈫
・
19
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

令
和
６
年
度
大
分
県
立
工
科
短
期

大
学
校
一
般
入
学
試
験（
後
期
募
集
）

　
一般
後
期
入
学
試
験
の
出
願
受
付
を
開

始
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
学

生
募
集
要
項
」を
確
認
の
上
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
程　
３
月
15
日
㈮

■
募
集
期
間　
２
月
26
日
㈪
～
３
月
11
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
（
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
５
５
０
０
）

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
７
１
９
） 

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■ 

対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き　
3
月
6
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

　
合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
2
月
28
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

　
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

試
験·

講
習
会

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
＆

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

▲ＨＰ

▲ＨＰ

法務局
遺言書保管制度

「令和５年の火災・救急件数」
問　玖珠警察署　警防係　☎ 72ー2141

　令和５年中に九重町内で発生した火災件数は５件
で、前年と比較すると９件の減少となっています。
　この火災件数の減少は、町民の方々の火災予防
に対する意識の向上で実現したものだと思っており
ます。
　これから、春先にかけて空気が乾燥する時期にな
りますので、火の取扱いには十分注意しましょう。

《火災種別毎の出動件数》
・建物火災　　　　　　　　３件
・林野火災　　　　　　　　１件
・車両火災　　　　　　　　０件
・その他火災　　　　　　　１件

　九重町内の救急出動件数は６０４件で５２２人を搬
送しています。 前年と比較すると９６件増加し、搬
送人員も７５人増加しています。
　一日の平均出動件数は約１・６件となります。

《救急種別毎の出動件数》
・急　病　　　　　　　 ３６７件
・一般負傷　　　　　　 １３８件
・交通事故　　　　　　　６６件
・転院搬送　　　　　　　１４件
・その他　　　　　　　　１９件

※火災・救急件数については速報値になります。

こちらこちら
119番119番
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今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

　

十
二
季
咲
き
（
早
春
の
初
冬
）
の
牡
丹
が

「
寒
牡
丹
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
初
夏
に

咲
く
牡
丹
よ
り
花
は
小
さ
い
が
華
や
か
で

美
し
い
。

　
「
妣ひ

」
は
、
亡
く
な
っ
た
母
と
い
う
意
が

あ
り
ま
す
。
小
袖
の
中
に
落
ち
た
牡
丹
と

母
の
面
影
が
交
差
す
る
美
し
い
一
句
で
す

寒
牡
丹
妣は
は

は
小
袖
の
中
に
お
り

永
松　

左
世
美

新
年
早
々
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
震
災
が
能
登
を
襲
い
ま
し
た
。

避
難
者
の
苦
労
を
思
い
な
が
ら
、
漬
け
る
大
根
、
悴
む
手
も

震
災
に
寄
り
添
い
ま
す
。

大
根
漬
け
の
手
悴
み
て
能
登
想
う

安
部
ス
エ
ノ

下
戸
で
も
お
正
月
の
屠
蘇
は
つ
い
い
た
だ
い
て
し
ま
い
ま
す

ね
。
中
七
の「
八
十
路
の
頬
」に
老
い
て
も「
頑
張
っ
て
ま
す
よ
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
。
元
気
を
頂
く
一
句
で
す
。

屠
蘇
の
酒
八
十
路
の
頬
を
染
め
に
け
り

時
松
由
美
子

お
せ
ち
料
理
で
賑
わ
い
な
が
ら
、
子（
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う

か
）の
名
前
を
間
違
え
、
茶
の
間
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

元
日
の
朝
の
家
族
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

子
の
名
前
間
違
え
一
家
初
笑
ひ

梶
谷 　

清
一

寒牡丹

（
後
記
）「
二
月
は
逃
げ
る
三
月
は
去
る
」
と
言
い
ま
す
。
二
月
も
こ
の
広
報
が
、
お
手

元
に
届
く
頃
は
、
も
う
逃
げ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
能
登
の
震
災
も
ま
だ
ま
だ
大

変
で
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
た
だ
た
だ
祈
る
ば
か
り
で
す
。
今
月
は
、
寿
大
学
で

ご
活
躍
の
皆
さ
ん
の
句
を
推
薦
で
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
二
月
は
二
十
九
日
で

終
わ
り
で
す
。
お
早
目
の
御
投
稿
を
。　
　
　
　
　
（
選
者 

こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
お
知
ら
せ
）

三
月
号
の
締
切
で
す
。
二
月
は
短
い
の
で
二
十
三
日（
ポ
ス
ト
イ
ン
）

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
読
者
俳
句
の
関
す
る
ご
意
見
ご
要
望
も
、

引
き
続
き
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
（
編
集
担
当
）

数
あ
れ
ど
墨
の
賀
状
の
あ
た
た
か
さ     

直
人

寒
椿
地
に
伏
せ
屋
根
を
見
つ
め
を
り　
　

 

香
澄

初
午
や
形
見
の
紬
掛
け
て
み
る          

則
子

お
降
り
や
お
は
よ
う
は
ま
ず
猫
の
子
に　

 

律
子

萬
堂
の
一
族
郎
党
雑
煮
喰
う　
　
　

 　

 

泉
渓

初
鳴
き
や
音
を
外
し
て
高
ら
か
に　
　

 

き
く
み

ス
パ
イ
ク
の
走
る
音
ま
つ
春
の
土　
　
　

 

豊
國

庭
先
の
ま
ん
さ
く
蕾
む
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

 

恵
子

ほ
の
甘
き
酒
饅
頭
や
冬
ぬ
く
し　
　
　
　

 

末
子

節
分
や
背
丈
の
ほ
ど
の
袋
持
ち　
　
　
　

 

春
蘭

寒
鴉
わ
れ
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
鳴
く　
　

 

好
美

初
買
の
メ
モ
に
加
え
る
胃
の
薬　
　
　
　

 

重
吉

冬
ざ
れ
や
墨
絵
の
如
く
三
股
山　
　
　
　

 
干
城

明
け
や
ら
ぬ
朝
に
輝
く
冬
の
月　
　
　
　

 

次
江

気
は
若
し
屠
蘇
よ
り
ワ
イ
ン
傘
寿
越
え　

 

ト
シ
子

辰
年
の
波
乱
の
夜
明
け
能
登
の
海　
　
　

 

桐
友

花
柄
の
エ
プ
ロ
ン
掛
け
て
雑
煮
か
な　
　

 

文
子

施
肥
す
る
や
蕾
に
託
す
梅
の
酒　
　
　
　

 

恒
巳

初
春
や
楼
門
見
上
げ
砂
利
道
を　
　
　

 

ム
ツ
子

寒
苺
言
ひ
た
き
こ
と
は
七
分
ま
で　
　

 

八
千
子

そ
こ
か
し
こ
色
な
き
枝
に
冬
芽
か
な    

純
子

五
年
ぶ
り
曾
孫
た
く
ぜ
る
三
が
日　
　

 

チ
ズ
子

ち
ぎ
り
絵
に
凧
を
揚
げ
た
り
幼
き
日   

ヤ
ス
コ

裏
庭
に
染
ま
る
真
っ
赤
な
実
南
天     

良
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
四
席

　
二
十
四
席

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
歳
時
記
と
電
子
辞
書

記

歳

時

Ｑ
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
が
あ
れ
ば
俳
句
は
誰
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、「
歳
時
記
」と
い
う
本
は
必
需
品

と
も
聞
き
ま
し
た
。
友
達
は
電
子
辞
書
が
あ
れ
ば
、
歳
時
記
は
な
く
て
も
よ
い
と
言
い
ま
す
が
、
ど
う

い
う
こ
と
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
が
あ
れ
ば
俳
句
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
が
、
や
は
り
歳
時
記
と
い

う
本
が
必
要
で
す
。
わ
ず
か
十
七
文
字（
十
七
音
）で
表
現
す
る
た
め
に
季
語
の
力
を
借
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
四
季
に
ま
と
め
て
い
る
歳
時
記
が
無
く
て
は
作
句
は
困
難
で
す
。

　

お
尋
ね
の「
電
子
辞
書
」で
す
が
、
実
は
、
生
活
・
教
養
編
と
す
る
辞
書
に
は
歳
時
記
が
数
冊
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
辞
書
に
は
暮
ら
し
全
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
は
じ
め
、
広
辞
苑
や
漢
和
辞
典
な
ど
の
辞
書
類
も

豊
富
で
、
ま
さ
に
小
さ
な
図
書
室
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
持
ち
運
べ
る
手
軽
さ
も
あ
り
ま
す
。

問
題
は
お
値
段
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
分
か
り
ま
す
が
、
ピ
ン
キ
リ
で
す
。
既
に
何
人
か
の
方
か
ら

相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
誌
面
の
関
係
で
詳
し
く
書
け
ま
せ
ん
。
毎
月
の
俳
句
投
稿
の
際
、
ハ
ガ
キ
の
隅
に「
電

子
辞
書
に
関
心
」と
付
記
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
少
し
詳
し
く
情
報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。（
選
者
）
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

2
月

号
令

和
6年

2月
17日

発
行（

通
巻

813号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111 
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

2
月
・
3
月
の
休
日
当
番
医

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　コロナ発熱・受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

2月生まれ

人 の 動 き
1 月1 日～ 1 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,746 人 （ - 4 7 ）
男 4,074 人 （-29）
女 4,402 人 （-18）

世帯 3,861 （-26）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 市町 電話番号
2 月 18 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135 2 月 18 日 武 内 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3034

23 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 23 日 桑 野 歯 科 医 院 日田市 0973-２２-2５５６
25 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466 25 日 秋 吉 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0421

3 月 3 日 北 山 田 ク リ ニ ッ ク 北山田 0973-73-2030 3 月 3 日 小 野 歯 科 医 院 日田市 0973-57-2102
10 日 長 内 科 小 児 科 春日町 0973-72-2143 10 日 ア ペ ッ ク ス 歯 科 日田市 0973-22-0075
17 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127 17 日 アップ ル 歯 科 医 院 日田市 0973-24-7710
20 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100 20 日 た し ろ 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-3838
24 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811 24 日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718
31 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 31 日 またけ歯科クリニック 日田市 0973-28-7688

高
た か の

野 嘉
が く

琥 さん

（保護者：高
たかのまさよし

野正義）
１歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

3月がお誕生日のお子さん
２月２６日（月）

4月がお誕生日のお子さん
３月２７日（水）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

甲
か い

斐　 悟
さとる

男 禎
さ だ ゆ き

之 筋 湯
佐
さ と う

藤　 透
と わ

羽 男 真
ま な み

奈美 後 野 上

おめでとうございます

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

赤 峰 ミ キ ヱ ９９ 狭 間

麻 生　 末 子 ９９ 見 留

穴 井　 正 秋 ８５ 栗 原

安 達　 幸 雄 ８２ 富 迫 下

井 上　 義 摩 ９２ 北恵良二

内 惠　 克 彦 ８０ 下 旦 六
小 野　 敏 子 ８８ 旭

河 野　 善 明 ７６ 川道団地

佐 藤 シ ゲ 子 101 野 矢

佐 藤 ト キ ヱ ８１ 生 竜

佐 藤　 稔 ９７ 梶 屋

野中　チトセ ９１ 見 良 津
宮 野　 三 夫 ８３ 見 良 津
矢 方　 千 里 ８９ 中村中二
佐 藤　 由 子 ９３ 中村下二

 編 集 後 記
　今年のOAB ふるさとCM大賞は、企画
から撮影、編集までここのえ夢高校のメン
バー２人が行いました。時間がない中、初
めての作業で苦労しましたが、２人の想い
がこもった素敵なＣＭが完成しています。
３月２０日午後６時３０分から放送予定ですの
でぜひご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　T.E

110 交通安全 2024.1月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 0
野 上 7 7
飯 田 1 1 17 18
南山田 9 9

計 1 1 33 34
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